歌人五島美代子の定型超克への軌跡ー破調をめぐって by 濱田 美枝子
1歌人五島美代子の定型超克への軌跡
　　　













































が窺えるが、最終歌集『花激つ』に至っては、 〈破調〉は実に全体の八六％の作品に及んでいる。定型に軸足を置く とを意識し続けた美代子だが、時代の変化 見据えながら、自己の内奥からほとばしり出る思いを表現するのに適した調べ 模索し続け、最終歌集『花激つ』において、意味内容との一致にふさわしい新しい調べに向っ 飛翔を試みた。　
本稿では美代子の表現形式の特徴である〈破調〉に焦点を当てて、創



















































































歌人同盟」は、階級闘争を目指していた集団である。茂の短歌革新に向けての活動というフィルター 通して社会に目を向け 自己 無知さに気づいたことで、無産階級として 実体験を伴わ いままに「プロレタリア歌人同盟」に参加した。それ故、当時の自己 思想信条を懸け 命がけのプロレタリア運 の活動家たちと歩調を共にすることは困難であった。　
美代子は同年、ほどなく「プロレタリア歌人同盟」を脱退し、その代






















































































歌が非定型である。この時期は、一首中、五つの句のうち四句に渡る破調が五一、 六％、一句目から五句目までの全てにおいて破調が二五、 八％と、他の時期に較べ程度が突出している。美代子は口語体を用い、内容においても創作上の劇的な転換を果たした。 第一の転換期と言い得よう。　
そして、 『暖流』③は、プロレタリア短歌を離れて滞欧生活を経験し

























































帰国後、 昭和一三（一九三八） 年、 茂と美代子は『立春』 （立春短歌会）


















の最後のものを更に押進め五句三一音律を基準としてその上にたつ自由流動を主張する〉と考えている点に注目すべきであろう。 『立春』は、自由律 するリズムを積極的に表す新しい音律として、 〈破調〉を軸にした展開を推進しようと試みたことが見て取れる。それ故 『立春』の双璧を担う美代子も自覚的に五句三一音律を基準と る〈破調〉 を用い、積極的に自己の調べ 構築を試みたと考えることができるであろう。　
美代子はミケランジェロの「瀕死の奴隷」像から感得した芸術性と


















































































































































































激つ』の一首中、四句目と五句目 破調の割合が プロレタリア短 期を除いて最も高く、その程度も重い。 『花激 』は美代子の破調による表現が最も高まった世界であると考えられる。　
初句から第五句まで、太字の、それぞれ字数が五、 七、 五、 七、 七をとる
歌の数の割合は、それぞれ過半数を超え、美代子 「定型を基調とした破調」 一つの傍証となっている。また、その左右 数字から 美代子の歌は字余りが多く、字足らずが圧倒的に少な いう特徴を示 いる。　
表３では上の句もしくは下の句の定型が半数以上で、 『花激つ』にお

























































































































































































































二稿目の「影添ひ流るゝ」から「せめぎあふ」へ、さ に「まじりあふ」と推敲している。影は添 ものではなく混じり合うもの、つまり、花びらと美代子の内面とが一体となっている感性がよ 強く打ち出されたと見て取れる。美代子は自ら 死を見据え、激痛の中で、逆巻くように舞う花片と一体となって空を翔けめぐりたいと求めた で ろう。肉体・精神の痛みを通して花の激ちと一体 な 、生の燃焼する世界 感得したと言えまいか。　
四稿目で、結句を「影まじりあふ」から「まじりあふ影」と直した。













































 ロバアト・オウエン 研究家でイギリス一八、 九世紀 社会経済史を専門とする茂は、第八高等学校時代から島木赤彦に師事し 「麦人」 、 「小杉茂」の雅号で
　
大正八（一九一九）年一二月から大正一三（一九二四）年一二月まで『ア































































（（）五島茂「あとがき」 『花激つ 短歌新聞社、一九 八・一二
（
（（）











 赤き花はそのまま身内に飛びこみて花片も怖く実も怖く炎さらに怖し（ 『花激つ』 ）
　　











歌　集　名 総計 定型 破調 一句破調 二句破調 三句破調 四句破調 五句破調
暖流① （（（ （（.（% 47.7% （（.0% （（.（% （.（% （.（% 0.（%
暖流②「新興歌人連盟」・「プ
ロレタリア歌人同盟」期
31 0% 100% （.（% 0% （（.（% 51.6% 25.8%
暖流③ （（（ （（.（% 84.1% （（.（% （（.（% （（.（% （（.（% （.（%
丘の上 （（（ （（.（% 78.5% （（.（% （（.0% （（.（% （.（% （.（%
炎と雪 （（（ （（.（% 73.3% （（.（% （（.（% （.（% （.（% （.（%
風 （（（ （0.（% 79.1% （0.（% （（.（% （（.（% （.0% 0.（%
いのちありけり （（（ （（.（% 75.9% （（.（% （（.（% （（.（% （.（% 0.（%
時差 （（（ （（.0% 79.0% （（.（% （（.（% （（.（% （.（% （.（%
垂水 （0（ （（.（% 81.6% （（.（% （（.（% （（.（% （（.（% （.（%
花激つ （（（ （（.（% 86.4% （（.（% （（.0% （（.（% （（.（% （.（%
表２　『花激つ』各句の字数の相対頻度　（（（首中
字数 （ （ （ （ （ （ （ （ （0 （（ （（ （（ （（
第一 0.（% （.0% （.（% 55.4% （（.（% （（.（% （.（% （.（% （.（% 0.（% 0.（% 0% 0%
第二 0.（% （.（% （.（% （.0% （.（% 61.8% （（.（% （.（% （.（% 0.（% 0.（% 0.（% 0%
第三 0% （.（% （.0% 57.8% （（.（% （.（% （.（% （.（% （.（% 0.（% 0.（% 0% 0%
第四 0% 0.（% （.（% （.（% （.（% 56.7% （（.0% （.（% （.（% （.（% （.0% 0.（% 0.（%
第五 0.（% 0.（% （.（% （.（% （.0% 56.7% （（.（% （.（% （.（% （.（% （.（% 0.（% 0.（%
表３　『花激つ』の定型を基調とした破調
上の句（,（,（ （（（ （（.（%
下の句（,（ （（（ （（.（%
少なくとも上の句もしくは下の句が定型 （（0 （（.（%
表４　『花激つ』の定型を基調とした破調
下の句（,（ （（ （（.（%
下の句（,（ （（ （0.（%
下の句（,（もしくは（,（ （（（ （（.0%
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付記
　
本稿で使用する漢字は原則として現行の字体に従った。引用文の仮名遣いは
原文通りである。
　　
　
本稿は「平成二九年度
　
和歌文学会第六三回大会」 （二〇一七年一〇月二二
日、於宮崎市民プラザ）での研究発表「歌人五島美代子の表現形式――定型の超克と新しい律への飛翔」を基にした。
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A
bstract ］
W
henlookingattheexpressiveform
sem
ployedbythe
tan
k
ap
oetM
iy
ok
oG
oto(（（（（-（（（（),in
stan
cesof“b
rok
en
m
eter”
(hacho)areconspicuous.(T
hisreferstotransgressionofthefixed
n
u
m
b
ersofsy
llab
les(orm
orae)th
atd
efin
eth
estan
zaicu
n
itsof
trad
ition
alJap
an
esep
oetry
,forex
am
p
leb
y
h
av
in
g
on
eorm
ore
sy
llab
lesov
eroru
n
d
erth
estan
d
ard
n
u
m
b
er,b
u
talsosu
g
g
ests
transgressionofotherw
aysinw
hichJapanesepoetryw
asfirm
ly
stylized.).B
ythetim
eofM
iyoko’slastpoem
collection H
ana tagitsu

[w
hichrequiressom
efurtherexplanationattheendofthisabstract],
poem
sw
ithbrokenm
eteraccountfor（（%
ofhercom
positions.
In
（（（（,M
iy
ok
ob
ecam
eam
em
b
erofth
eP
roletarian
P
oets’
F
ederationatonepoint,butsoonleftitanddiscontinuedherpoetry
w
riting.H
erpoem
sfrom
thisperiodw
ereallfreeversecom
posedin
colloquialJapaneseratherthantheclassicalliterarylanguage,andthe
essenceofthisapproachcanappropriatelybeunderstoodasbroken
m
eter.T
hereasonw
asthat,althoughthesepoem
shadtherhythm
s
andlyricism
thatw
eretheprovinceoftraditionaltankaattheirroot,
andshehadbecom
eaw
areofthesociallydisenfranchisedinsociety,
proletarianthoughtw
asnotw
hatm
adeuptheintellectualfoundation
ofherpoetry.T
heform
ofw
ritingsheusedw
asalsothecom
plexold-
stylekanasyllabaryoftraditionalliteratureratherthanthecondensed
m
odernsyllabary.
M
iyoko’sregenerationasatankapoetcanbetracedto（（（（,toan
artisticexperienceattheL
ouvreM
useum
thatextendedoverthe
periodofam
onth.O
nseeingM
ichelangelo’ssculptureof the D
ying 
Slave,afigurethatappearstobeonthevergeofexpiringundera
pow
erfuloppressionw
hileatthesam
etim
eappearingtobeinthe
throesofecstasy,M
iyokograspedthedom
ainoftankacom
position
thatshew
astryingtoachieveforherself.O
nreturningtoJapan,
M
iyokofoundedthepoeticjournal R
isshun
[StartofSpring]together
w
ith
h
erh
u
sb
an
d
S
h
ig
eru
,aim
in
g
toassim
ilateth
erealm
sof
traditionaltankapoetryandm
oderntankapoetry.T
hekeytothis
attem
ptturnedouttobebrokenm
eter(hacho).M
iyoko’spoem
s
subsequentlyunderw
entam
etam
orphosisintocom
positionsthattook
theirunderlyingtonefrom
thefixedform
sofclassical-styleliterary
languageasthefoundationfortheirbrokenm
eter.W
ithakeeneye
onthechangingtim
es,shethenw
entonexploringpoeticcom
positions
appropriateforexpressingthestatesofm
indthatcam
epouringout
from
th
ein
n
errecessesofh
erself.In
th
ep
ostw
arp
eriod
,sh
e
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continuedm
akingfreeuseofbrokenm
eter,aim
ingfortheassim
ilation
oftan
k
ap
oetry
oflifein
th
em
od
ern
ag
ew
ith
trad
ition
altan
k
a
com
position.
Inreconceivingthelyricism
thattraditionaltankapoetrypossessed,
M
iy
ok
ob
rok
eth
rou
g
h
th
elin
k
w
ith
trad
ition
altan
k
ap
oetry
’s
rh
y
th
m
s,an
d
b
y
m
ean
sofb
rok
en
m
eter,sh
eb
ou
n
d
th
esp
ecific
subjectm
atterofherpoem
sw
iththew
ell-defineddictionofJapanese
poetry.T
hroughthisnew
approach,sheattem
ptedtoprovidepoetry
w
ithrenew
edlyricism
andrhythm
icalityandsotom
aketheleapinto
arealm
ofpoeticcom
positionproducedoutofherow
nsensibility.
T
hisisw
herethesignificanceofM
iyoko’sbrokenm
eteristobe
found.H
erlastpoem
collection H
ana tagitsu
[cherryblossom
sfalling
from
branchesattheverym
om
entandsw
irlingintheairlikesnow

blow
nupingustsfrom
theground;thetitlerepresentingthepoet’s
em
otionandsentim
entlikenedtocherryblossom
sflyingaboutinthe
air]presentsadistillationofM
iyoko’suniquenew
dom
ainoftanka
poetry.
［
K
eyW
ords ］
M
iyokoG
oto,ShigeruG
oto,hacho,poeticjournal
R
isshun
, H
ana tagitsu
